
 

 

宮崎県支部では、平成 29 年 10 月 7 日（土）に、「NPO 法人日本医師事務作業補助者研究会第 10 回

宮崎地方会」を潤和会記念病院（宮崎市）にて開催しました。 

今回は、工藤高氏（㈱MM オフィス）と、園田美樹氏（国立病院機構熊本医療センター診療情報管理

士・首席主任ドクター秘書）をお招きし、をお招きし、医師事務作業補助者活用の考え方と、活用事例

をご講演いただきました。今回も、総勢 66 名（講師・世話人含む）もの参加者が集まり盛会となりま

した。 

 

最初に、工藤高氏（㈱MM オフィス）より、『診療報酬改定からみた医師事務

作業補助者活用の考え方』というテーマでお話いただきました。工藤先生の言葉

をお借りすると、病院経営戦略というフィルターを通したら、「医師事務作業補

助者」は「医療現場の機会損失を防ぐキーマン」とも変換されるようです。私自

身、資格を有していないことに漠然と不安を感じることもありますが、「代替性

のある」業務を委譲され遂行しているのですから、自信をもって日々の業務を行 

っていっていいのだと考えました。 

  

 続いて、園田美樹氏（国立病院機構熊本医療センター診療情報管理士・首席

主任ドクター秘書）より「大規模病院における医師事務作業補助者の活用」に

ついて同院の事例を通しお話いただきました。働き方も多種多様な 47 名の実務

を様々な視点で分析・評価・工夫されており、大変参考になりました。 

 記録補助や外来診療補助の「正確性」を自己評価・他者評価して示されてお

り、実務者は業務改善につなげやすいと予想され、当院でも真似したいと目論

んでいます。 
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最後は、宮崎地方会の肝 

ともいえるグループワーク。 

貢献するための課題を皆で 

妄想しながら考えてみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修終了後は、もちろん、講師陣とスタッフ、参加者による懇親

会で盛り上がりました。「家政婦はみた」のすべりネタで弄られて、

楽しい時間でした（笑）。 

 宮崎地方会は、これからもモチベーション向上を目指して続きま

す。日々の業務に少し疲れたときは、「モチベーション」補給に、

地方会へお越しください。お待ちしています。 

ＮＰＯ法人日本医師事務作業補助研究会 武田まゆみ  


